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研究成果の概要（和文）：東南アジアのラオス、ベトナム、カンボジアでは、中南米原産の外来植物が、二次
林、道路脇、河岸などに優占し、在来植生を大きく変容させ、生業活動に正負の影響を与えていた。中南米原産
の外来植物は、除草困難な厄介者として認識されることもあれば、同じ植物が民間薬や野菜として利用される事
例も確認された。調査地における主要な外来植物は、19世紀以降の植民地化と戦争、人や家畜の移動、道路建
設、焼畑耕作、栽培植物の導入にともなう、意図的あるいは非意図的な要因による移入が推察された。外来植物
は移入当時の社会に影響を与えた出来事にちなんだ名前で呼ばれ、その出来事が植生景観に記憶として埋め込ま
れる事例も確認された。

研究成果の概要（英文）：South American alien plants dominated in secondary forests, roadsides, and 
river banks transformed native vegetation, and gave both positive and negative impacts on 
subsistence livelihood in Laos, Vietnam, and Cambodia. Some of them were recognized as irritating 
weeds, but the same species were often utilized as local medicine or vegetable. Supposed factors for
 introduction and expansion of the major South American alien plants were, either intentionally or 
unintentionally, colonization and war since 19th century, migration of people and livestock, road 
construction, swidden cultivation, introduction of new agricultural crops. Some alien plant species 
were named after the socially important events during their introduction period, and they remind 
people of the regional history by growing around the human dwellings.

研究分野：民族植物学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
外来生物による環境への影響や、外来生物に対する人々の認識は、種や時代や地域によって異なる。IUCNは「世
界の侵略的外来種ワースト100」を定め、世界各地に一律に注意を喚起しており、その意義は認めるものの、あ
る侵略的外来種が異なる地域で環境や生業に同じ影響を与えるとは限らない。本研究は、外来植物の優占する東
南アジアの植生環境の実態を明らかにし、その利用管理について地域性をふまえて考察した点で、東南アジア大
陸部の環境保全に寄与するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現在、人や物の移動に付随して意図せず運ばれた植物が、原産地を遠く離れた地域に定着し、
世界各地で原生自然に代わる新しい環境を創り出している（Hobbs et al. 2009）。このように人
間活動に伴って新たな地域へ移入し自生する植物を、外来植物（alien plant; Pysek 2004）とい
う。外来植物に関する先行研究は、個別の植物を対象に、繁殖様式、種子の生存率、成長速度、
食物連鎖への影響、天敵による駆除の可能性などを局所的に分析したものが多い。しかし欧米や
日本では、世界各地からの 1000種を超える外来植物がすでに定着し、新たな環境が形成されて
いる。その影響は、農林水産業や健康への被害、在来植物の駆逐、裸地の緑化など、正負両面の
多岐にわたる。外来植物の分布拡大の要因と影響は、個別の植物を既存の枠組みで局所的に分析
するだけでは全体像を把握できないため、世界総体を単位として学際的に研究すべき「グローバ
ル・イシュー」である。本研究で対象とする東南アジア大陸部の自然環境は、住民の生存基盤で
あると同時に、グローバル市場向けの生態資源を産出し、また生物多様性ホットスポットにも指
定され、外来植物の分布拡大による影響は大きい。先行研究や応募者のこれまでの調査により、
大陸部アジアでは中南米原産の外来植物が最も多いことが明らかとされている。道路脇や林縁
には、中南米原産のヒマワリヒヨドリ、カッコウアザミ、シロバナセンダンクサ、シチヘンゲ、
オジギソウなどが密生し、在来の植生を推察するのが困難なほどである（Kosaka et al. 2010）。
そこで中南米原産の外来植物が東南アジアに創出する新しい環境について、ミクロな生物学的
分析を越えて、大陸部アジアを横断する空間的スケールで、生態、社会、文化、歴史的側面もふ
まえて、総合的に研究する着想を得た。 
 
２．研究の目的 
本研究は、中南米原産の外来植物が東南アジアに創出する新しい環境について、ミクロな生物
学的分析を越えて、大陸部アジアを横断する空間的スケールで、生態、社会、文化、歴史的側面
もふまえて総合的に研究し、地域に適した環境保全のあり方を考察することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
2016 年度から 2019 年度にかけて、東南アジアのラオスを重点調査地、ベトナムとカンボジア
を比較調査地とし、下記の調査を行った。ラオスではラオス国立大学森林科学部、ベトナムでは
カントー大学理学部、カンボジアではアプサラ機構と共同研究を行った。特に分布拡大の顕著な
ヒマワリヒヨドリ（キク科）、マルバフジバカマ（キク科）、シロバナセンダングサ（キク科）、
カッコウアザミ（キク科）、ニトベギク（キク科）、ハキダメギク（キク科）、ミモザ・ピグラ（マ
メ科）、ブラジルミモザ（マメ科）、シチヘンゲ（クマツヅラ科）、ナス属の 1種（ナス科）、ホテ
イアオイ（ミズアオイ科）に焦点を当てた。 
 
（１）外来植物の広域分布：ラオス中北部の幹線道路に沿って 20-50 km おきに植生調査を行い、
観察された外来植物を記録し、個別の外来植物の分布図を作成した。またラオスのビエンチャン
県、シエンクワン県、フアパン県の村落で土地利用ごとの外来植物の分布を記録した。 
 
（２）外来植物の移入時期と移入経路：地域住民に、外来植物の移入時期と移入経路について聞
き取り調査を行った。また外来植物の来歴、生態、環境や生業への影響に関する文献、モンスー
ンアジアにおける 19 世紀以降の民族誌や農林水産業関連資料、太平洋戦争やベトナム戦争に関
する文献などを参照し、外来植物の移入経路を考察した。 
 
（３）住民の認識：地域住民に、外来植物の方名、有用性と有害性の認識、利用・管理方法、自
然環境や生業活動への影響について聞き取り調査を行った。 
 
（４）他地域との比較：クロスビー (1998)は、著書『ヨーロッパ帝国主義の謎：エコロジーか
ら見た 10～20 世紀』で、ヨーロッパによる植民地化の過程での植物の移入について、「何百とい
う旧世界の雑草が荷物をまとめ、錨を上げ、そしてそこで栄えた。しかしアメリカにしろ、他の
ネオ・ヨーロッパにしろ、その地の原産でパンゲアの海底地裂を逆の方向から越えたものは、普
通、痩せ衰えて消えていった。」「ヨーロッパで何とか自力でやっていけたアメリカ原産の植物も、
ごくわずかである。」と述べた。そこで本研究で対象とした東南アジア大陸部の事例を、クロス
ビー(1998)の記述したオーストラリアや新大陸の事例と比較分析した。 
 
４．研究成果 
（１）中南米原産の外来植物は、道路脇、二次林、河岸などに優占し、在来植生を大きく変容さ
せている一方、水田や極相林には少なかった。ヒマワリヒヨドリ、カッコウザミ、ブラジルミモ
ザなどは標高約 1500m 以下、マルバフジバカマやニトベギクなどは標高約 1000m 以上に生育す
るなど、標高によって外来植物の分布は異なり、原産地での生育環境を反映していると推察され
た。 
 
（２）ラオスにおける外来植物の移入時期は、カッコウアザミは 19 世紀、ヒマワリヒヨドリは
1920-1930 年代、マルバフジバカマは 1940 年代、ミモザ・ピグラは 1970 年代、ニトベギクは



1980年代、シロバナセンダングサは1990年代と推察された。調査地における主要な外来植物は、
19 世紀以降の植民地化と戦争、人や家畜の移動、道路建設、焼畑耕作、栽培植物の導入にとも
なう、意図的あるいは非意図的な要因による移入が推察された。 
 
（３）中南米原産の外来植物の方名には、フランス、ドイツ、日本、アメリカなど、植民地統治
や戦争にちなんだものもあり、移入の時期と経路を反映していると考えられた。外来植物は、除
草困難な厄介者として認識されることもあれば、同じ植物が民間薬や野菜として利用される事
例も確認された。自然環境や生業活動への顕著な影響として、焼畑耕作の休閑初期に外来植物が
優占することでチガヤが抑えられ遷移が促進されることや、鋭い刺をもつブラジルミモザやナ
ス属の一種によって除草作業中に負傷すること、水散布により河岸に群生するミモザ・ピグラの
有刺の枝葉によって漁撈活動が妨げられること、などの事例が挙げられた。 
 
（４）クロスビー (1998)は、著書『ヨーロッパ帝国主義の謎：エコロジーから見た 10～20 世
紀』で、旧世界の雑草が一方的にオーストラリア、ニュージーランド、アメリカ合衆国などのネ
オ・ヨーロッパに移入し、逆にネオ・ヨーロッパからヨーロッパに移入した雑草はほとんどない
ことを示した。本研究は、東南アジア大陸部には、中南米から移入した外来植物が各地で繁茂し
ていることを明らかにした。アフリカ原産の外来植物にはベニバナボロギクなどが確認された
が、中南米原産植物ほどには繁茂していない。中南米原産植物が東南アジア大陸部で分布を拡大
した要因として、気候が類似していること、焼畑や戦火による焼け跡で高い生存力をもつこと、
家畜が食べないこと、病害虫のいないことなどの生態学的要因と、ヨーロッパ諸国がトウモロコ
シ、キャッサバ、サツマイモ、タバコ、トウガラシ、パラゴムノキなど、中南米原産の栽培植物
を数多く移入したという人為的要因が考えられた。 
 
（５）本研究の意義は、東南アジアの自然環境について、これまで熱帯林の減少や商品作物のプ
ランテーションの拡大の影響が注目されるなかで見過ごされてきた、外来植物の優占する二次
的環境の形成過程やその影響を明らかにした点である。外来生物による環境への影響や、外来生
物に対する人々の認識は、種や時代や地域によって異なる。IUCN は「世界の侵略的外来種ワー
スト 100」を定め、世界各地に一律に注意を喚起しており、その意義は認めるものの、ある侵略
的外来種が異なる地域で環境や生業に同じ影響を与えるとは限らない。たとえば IUCN の定めた
侵略的外来種 100 種に含まれるヒマワリヒヨドリは、本研究の調査地では、焼畑耕作に適した良
い土壌の指標とされており、現在ではかならずしも排除すべき対象とはみなされていない。この
ように外来植物の移入への対応策をはかる場合には、地域の自然環境、生業活動、住民の認識も
ふくめた、地域性を考慮する必要がある。本研究は、外来植物の優占する東南アジアの植生環境
の実態を明らかにし、その利用管理について地域性をふまえて考察した点で、東南アジア大陸部
の環境保全に寄与するものである。 

 
 
 
 
 
 
写真１．ラオス中部ボリカムサイ県における標高 217m の
道路脇の植生。写真右側に白い花を咲かせるのはヒマワ
リヒヨドリ、左側一面に茶色の穂をなびかせるのはナピ
アグラス。 
 
 
写真２．ラオス北部フアパン県における標高 1145m の道
路脇の植生。写真中央に立てたスケールは 1m。スケール
の上部に白い花を咲かせるのはヒマワリヒヨドリ、その
下に細長い花序をしならせて伸ばすのはチリメンナガボ
ソウ、左側上部に茎葉を突き出すのはマルバヒヨドリバ
ナ、手前のひらけたところに生育するのはナス属の1種。 
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